


「バブルの塔3」10円

前人未到の塔。バブルの塔。新たなる挑戦者が現れた。
名は、登山家ウォール。一月前に、世界最高峰のエベレストを登頂した男。妻には愛想を尽かされたが、登山に関しては絶対の自信があった。
ウォールは、おんとし７５歳。ガッツのある男だった。
「私が制覇してみせる」
三十時間、船と馬車を乗りついで、ナデシコの町に着いた。
ウォールは、最後にバブルの塔を登った人物を尋ねた。
「ごめんください」
取手をノックする。扉には、ライオンを象った紋証が着いていた。
扉が開き、体の華奢な女性が出迎えた。
「はいなんでしょう？」
「わたしは、登山家ウォールと申します。ここに、勇者アレク殿が住んでいるとお聞きしました」
「ええ」
「私は、バブルの塔に登りたいのです」
女は眉間にしわを寄せた。
「主人は、バブルの塔の話しは一切しません」
「そこをなんとかお願いします」
「主人は勇者ではありません、そっとしておいてください」
「ドアが閉められた」
ドア越しに、子供の声が聞こえた。
「トミトン静かにしなさい」
「アレク殿……」
その場を立ち去るしかなかった。

骸骨の突起のある、黒のテント。いかにも怪しげな呪文が書かれている。
テントの入り口をまくり、中に入った。
お香の臭いがした。オブジェもしゃれこうべやら、不気味だった。
占い師ローザンは、水晶に手をかざしていた。ちらっとウォールを見た。
ローザンは女性だが、凶暴な性格で口が悪い。
常に黒いマントを身につけている。
「何か？」
「私、登山家のウォールと申します」
「は？客じゃねえの？」唾が散るほど強い口調だった。
「バブルの塔の話をお聞きしたいのですが」
「うるさい、話などしない」
「あなたに尋ねるしか……」
「馬鹿か？」
「どうして」
「馬鹿なのか？」
「馬鹿ではないですが」
「このローザン、なんぴとたりともバブルの塔の話はしない」
「帰れ」
「そんな、殺生な」
「バーカ」
ほんとうにこいつが、バブルの塔を登ったのか。
「ごめん」
ここはおとなしく引きさがるしか。

あくる日、再び占いの館を尋ねた。
ローザンという女。うまく引きこめば話すかもしれない。
大声が出迎えた。
「ウォールといったな」
「覚えていただいて光栄です」
「死んでしまえ」
「……」
「私は、死ぬことを恐れていません」
「聞いてねえよタコ」
「私は、世界最高峰の山も登頂しました。バブルの塔も、必ずや登頂してみせます。お願いですから塔のことを教えて下さい。あまりにも山登りに夢中で、妻に捨てられました。これが生き甲斐なのです」
「同情なんてしねえぜ、カス」
「ここまで言っても駄目なのか……」
「話さねえって言っただろうが、耳腐ってるのか！」
「帰ります」
「二度とくるな！」
アレクもローザンもバブルの塔のことは、黙秘したままだ。私は、途方に暮れた。

二日後、中国で言う三顧の礼。私は実践した。
「ローザンという女、よくしゃべる。口は汚いが、アレクの妻と違って顔は合わせてくれる。昨日、アレクの妻を再び訪問すると、警察を呼ぶ始末」
ローザンを頼るしか選択肢がなかった。
占いの館に入った。
「おい」
「ウォールです」
「知っている」
「どうしてもバブルの塔に登りたいのです」
「二度あることは三度ある。ことわざも知らねえのか」
「勉強は苦手でしたから」
「は？知るか馬鹿」
「逆に、三顧の礼をご存じで？」
「俺様に質問するのじゃねえ」
「これは、手ごわい」
「わからねえ奴だな」
「……」
このままローザンのペースに巻き込まれたら、無駄になってしまう。策を考えろ考えるんだ。
「庭でクソでもしてろ」
そうだ。
「信じられませんね」
「あ？」
「本当に、あの有名な的中率１００％の黒カラスこと、ローザン占い師の言葉とは思えません」
「くそボケが、どういう意味だ」
「いえ、本当のことを言っただけで」
「一回死ぬか？」
「あなたみたいな、帰れの一点張りで、バブルの塔を登ったこともないのに、登ったと嘘を着く人間は、ただのペテン師です」
「ハゲデブ眼鏡何を言ってるんだ！俺はアレクと登ったのだ」
「ではお聞きしましょう。バブルの塔の中には何がありましたか？」
「アレクに聞け！」
「アレク殿は教えてくれません、あなたと同じ嘘つきですから」
ローザンの手元の水晶が白く曇った。
「アレクを馬鹿にするな！バブルの塔は、１６２階までのぼった。だけど、あそこには何もなかった」
「何もなかった？」
「食料が尽きていく、生き地獄の塔だよ」
「そういうことですか」
「しまった、このクソ野郎がはめやがって」
「何もなかったなんて、このナデシコの町全体ががっかりすることこの上なし。観光客も減るでしょう。だから、あなたもアレク殿も他人には漏らさなかった」
「誇らしげな何かが発見できれば、今頃英雄だったのでしょうけど」
「私に許可を下さい。あなたとアレク殿の許可が無ければ、バブルの塔に近づくことも禁止されていますから」
「お前みたいなやつは、登ることはできない」
「登ってみせます。私は登ることしか能がありませんから」
「何もないのだぞ。毎日、何もない恐怖の連続だ。食料も無くなり始めて、一日一食になる」
「サバイバルは心得ています」
「怖くて小便ちびるだろうよ」
「言ったでしょう。私には失うものはありません」
「山馬鹿が！」
「結構な褒め言葉で」
「ウォール、気にいったぞ。あの塔を登るには、食料と自制を保つ力がいる」
「覚悟しています」
「がっかりさせるなよ。失敗すりゃ、首ちょんぎってさらし首だぞ」
「頑張ります」
「俺から、アレクに話そう」
ローザンは、椅子にかけていたマントを羽織った。
私は、ローザンと一緒にアレクの家に向かった。
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